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２２期連続増収、１６期連続経常増益１．

業績連動の配当を安定して実施２．

創業１０９年３．

日本トップクラスの総合提案力で幅広く事業を展開物流事業グループ４．

家庭紙卸売、燃料カード販売などの事業を展開商事・貿易事業グループ５．

高齢化、健康志向などに対応した事業を展開ライフサポート事業グループ６．

ＩＴ、コンタクトセンターなどビジネスを支援する事業を展開ビジネスサポート事業グループ７．

食品包装容器の製造・販売事業を展開プロダクト事業グループ８．

日本最大級の教育訓練施設を保有９．

ＥＳＧ評価を重視１０．

センコーグループホールディングスの特徴
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《５つの事業グループで構成》



１．業績推移（２２期連続増収、１６期連続経常増益）
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１０年間で売上高は２.１倍、経常利益は２.６倍



２．配当の状況
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東京証券取引所 プライム市場[陸運業]9069 単元株 100株

※2025年度の数値は2026年１月末時点の株価

最高株価 851 948 849 848 964 959 1,168 1,136 1,032 1,185 1,570 2,145
最低株価 437 657 581 645 775 707 779 898 824 911 1,086 1,343



３．創業１０９年の沿革
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海運事業者として創業１９１６年

その後、日窒コンツェルン(財閥)の一員、日窒運輸㈱として輸送部門を担う

財閥解体後、新たに扇興運輸㈱を設立１９４６年

センコー㈱に社名変更１９７３年

持株会社体制へ移行。センコーグループホールディングス㈱へ２０１７年

旧日窒コンツェルンの流れを汲む
大手化学・住宅メーカーを主要荷主として成長
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※

※会社数：2025年3月末
※売上高：2024年度実績

《 ５つの事業グループで構成 》
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物流事業の概要
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４－１．国内屈指のアセット型３PL企業
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物流事業売上高
５,５０５億円
構成比：６４.５％

３,６９８億円

６９７億円

４１２億円

国内物流

６９８億円冷凍冷蔵物流
国際物流

海運

国内物流、冷凍冷蔵物流、国際物流、海運の事業会社で構成

合計
8,546
億円

４－２．物流事業グループの概要



４－３．国内物流事業会社の主なお客様
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総合スーパー、ディスカウントストア、
ドラッグストアなどのお客さま

住宅メーカーや、関連資材などのお客さま 樹脂原料や樹脂成型品・加工品などのお客さま

・チェーンストア物流

国内外のファッション、スポーツアパレルブランド、
ＥＣ事業者のお客さま

・ファッション物流

・住宅物流 ・ケミカル物流



４－４．冷凍冷蔵物流事業会社の特徴
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・冷凍冷蔵食品の保管、全国小口配送では国内トップクラス
・２４時間３６５日対応が強み



２ヵ所 ２１ヵ所
欧 州

１８ヵ所

５ヵ所

東アジア

北 米

東南アジア
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海外に52カ所の事業拠点を配置

ケンタッキー物流センター(アメリカ)

Air  Planners  Pte.  Ltd. ( シンガポール)

Simon Transport  Pty. Ltd.(オーストラリア)

４－５．国際物流事業会社の拠点配置

（２０２５年３月末）

６ヵ所

オセアニア
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４－６．近年グループ入りした事業会社（国内）

◎長崎運送㈱ 2023年7月 連結

長崎県内を中心に荷役、輸送、工事、保管等の
物流関連サービスをワンストップで提供する総
合物流企業

◎㈱オプラス 2024年5月 連結

スーパーマーケットやドラッグストア向けに、
食品の低温輸送や日用品の輸送を展開する、
和歌山トップクラスの総合物流企業
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４－７．近年グループ入りした事業会社（海外）

◎Simon National Carriers 2024年3月 連結

オーストラリアで重量貨物や特殊大型貨物などの
輸送と倉庫事業を展開

◎PDS International Pvt. Ltd.
2025年10月 連結

インド国内で通関事業や国内輸送に強みを持ち、
日系企業をはじめとする多国籍企業から信頼が厚い



４－８．㈱丸運に対する公開買付けについて

１．本件の目的と当社グループとのシナジー
・当社グループは、丸運が得意とする重量物や石油・LPGなどのエネルギー関連の

輸送分野などに本格的に参入し、事業領域の拡大を図るとともに、シナジーを創出。

２．㈱丸運の概要
・事業内容 ：一般貨物輸送・保管・流通加工 他 運送に附帯する業務
・業績 ：売上高46,145百万円、営業利益1,266百万円（2025/3期）
・従業員数 ：2,158名
・上場取引所：東証スタンダード

３．本件の概要（予定）
・当社が公開買付等により、丸運の80％の株式を取得。20％は現筆頭株主のJX金属が保有
・丸運は当社の連結子会社となり、同社は上場廃止
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４－9．物流事業を支える体制（１）
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（２０２５年３月末）

車両台数 ７，４５７台

倉庫面積 ５０７万㎡

国内：４６１万㎡

海外： ４６万㎡

４６隻社有船
４２隻定期傭船
８８隻計
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４－９．物流事業を支える体制（２）

グループ最大の物流センター
センコーグループ浦和物流センター

2025年8月 NEW OPEN

ドライ貨物：センコー㈱

冷凍冷蔵貨物：㈱ランテック

各社によるセンター運営
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４－10．物流事業を支える体制（３）

センター構内
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商事・貿易事業の概要



５－１．商事・貿易事業グループの概要
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２０４億円
貿易

１,１１１億円
家庭紙卸

４６５億円
商事販売

家庭紙卸、商事販売、貿易の事業会社で構成

商事・貿易事業売上高
１,７８０億円
構成比：２０.８％

合計

8,546
億円



５－２．主な販売内容
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家庭紙卸

商事販売

貿易 電子材料を主に輸出入

トイレットペーパー、ティッシュペーパーなどの
卸売では国内トップクラスのシェア

軽油・ガソリン、ワイン、テイクアウト包材など、
多様な商材を卸売
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ライフサポート事業の概要



合計

8,546
億円

６－１．ライフサポート事業グループの概要
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健康関連、生活関連、食関連などの事業会社で構成

ライフサポート事業
６３０億円

構成比 ７.４％



６－２．主な事業内容
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健康関連

生活関連

食関連

デイサービス店舗、フィットネスクラブ、
住宅型老人ホームなどの運営

会員制卸売小売店舗、保育園、
クリーニング店舗などの運営

回転寿司チェーン「すし丸」などの運営
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ビジネスサポート事業の概要



７－１．ビジネスサポート事業グループの概要
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ビジネスサポート事業
１５５億円

構成比 １.８%

ＩＴ、コンサルティング、コンタクトセンター、人材派遣などの事業会社で構成

合計

8,546
億円



７－２．主な事業内容
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センコー情報システム㈱

物流システム、行政機関
のシステム構築に高い実績

ロジ・ソリューション㈱

センコー㈱の
物流コンサルティング
部門から独立

センコービジネスサポート㈱

コンタクトセンター、
事務代行などのサービスを
提供し、事務の効率化や
コスト削減に貢献

外国人人材派遣会社
２社をグループ化
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プロダクト事業の概要



８－１．プロダクト事業グループの概要

28

プロダクト事業

４７１億円

構成比 ５.５％
合計

8,546
億円

２０２３年１月 事業開始（中央化学M&A）



８－２．プロダクト事業の概要
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弁当、テイクアウト、惣菜、寿司、食品トレーなどの

多彩な製品を製造

中央化学㈱ 食品包装容器メーカー
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人財育成について



９－１．日本最大級の教育訓練施設を保有
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１９９６年、滋賀県東近江市に、交通研修施設、宿泊施設
などを備えた「クレフィール湖東」を開設

大型自動車免許取得可能な教習所 完備
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９－２．人財育成（センコーユニバーシティ）

次の１００年に向けた人財育成のため、社内大学
「センコーユニバーシティ」を開講
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ＥＳＧの取り組み
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10－１．環境負荷低減への取り組み

センコーのモーダルシフト化率（2025年3月末時点）
７１.０％

※輸送距離500km超の鉄道・船舶を使用した輸送重量の割合
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◎先進設備を導入し、GHG排出削減と再生可能エネルギーへの転換

10－２．環境負荷低減への取り組み

燃料電池トラック（FCV）ダブル連結トラック

ローターセイルを装置し、船舶の省エネ運航を実現 大容量蓄電池の設置
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10－３．環境負荷低減への取り組み

◎浜松に大型のトラック中継輸送専用施設を開設
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10－４．環境負荷低減への取り組み

◎TSUNAGU STATIONを活用し、福山通運㈱と共同中継輸送を開始

浜松中継拠点

関 東

トレーラーを
交換

関 西
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10－５．環境負荷低減への取り組み

金沢第１/第２PDセンター
（年度）

太陽光発電による発電実績
売電 19,562千kWh ＋ 自家消費量 8,194千kWh ＝ 27,756千kWh

◎物流センター屋上を活用した、太陽光発電を実施

売電 自家消費量
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10－６．環境負荷低減への取り組み

◆センコー㈱ 国土交通省から受賞

令和6年度グリーン物流パートナーシップ会議
物流パートナーシップ優良事業者
「強靭・持続可能表彰」受賞

◆㈱ランテック
日本物流団体連合会から受賞

第26回 物流環境大賞 低炭素物流推進賞



当社が選定されているＥＳＧインデックス
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※MSCI指数への組入れ、及び本ページにおけるMSCIのロゴ、商標、サービスマーク、指数名称の使用は、MSCIやその関連会
社によるセンコーグループホールディングス株式会社の後援、保証、販売促進ではありません。MSCI指数はMSCIの独占的財産
です。MSCI及びその指数の名称とロゴは、MSCIやその関連会社の商標またはサービスマークです。

10－７． ESG評価を重視
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10－８．代表的なスポーツ・文化活動の支援

●柔道部 ≪世界ランカーへ≫
・グランドスラムパリ2025出場 男子100kg級 熊坂 光貴

●女子ゴルフ部 ≪プロゴルファー第1号≫
・2024年度JLPGA最終プロテスト 合格 徳永 歩

●女子陸上部 ≪世界を舞台に跳躍する日本女子ジャンパー≫
・東京2025世界陸上競技選手権大会出場

走高跳 髙橋 渚
フォートキシモト
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10－９．代表的なスポーツ・文化活動の支援

・SENKO CUP ワールド碁女流最強戦 協賛

・大阪府高等学校囲碁新人大会 協賛

・扇興杯女流囲碁最強戦 協賛
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中期経営計画（2022年度～2026年）
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【収支計画】
（億円）

2021年度 2026年度
実績 目標

売上高 6,231 10,000 3,769 60.5%
営業利益 248 450 203 81.8%
営業利益率 4.0% 4.5% 0.5PT －

ＲＯＥ 10.8% 10%以上
ネットＤ／Ｅレシオ 0.95倍 1倍未満

増加額 増加率

◆中期経営計画（2022年度～2026年度）①
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◆中期経営計画（2022年度～2026年度）②

（億円）
物流・商業施設、車両・荷役設備等 2,000
戦略投資（M&A、IT、環境) 900
計 2,900

ＣＯ２排出原単位（陸運事業） 2020年度比10%削減
女性管理職比率 15%以上

2021年度 2026年度
実績 目標

物流ｾﾝﾀｰ保管面積 406万㎡ 500万㎡ 94万㎡
自社車両台数（ﾍｯﾄﾞ） 6,727台 10,000台 3,273台

増加

【生産体制】

【投資計画】

【ESG主要目標】
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2025年度通期計画
第３四半期決算について



◆2026年3月期 業績予想【通期】
（ 百万円 ， ％ ）

実績 利益率 （計画） 利益率 増減額 増減率

売 上 高 854,550 － 898,000 － 43,450 5.1

営 業 利 益 34,946 4.1 37,000 3.7 2,054 5.9

経 常 利 益 33,767 4.0 35,000 3.5 1,233 3.7

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 18,610 2.2 19,200 2.0 590 3.2

2026年3月期 2026年3月期 前年同期比
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◆2026年3月期 第３四半期 決算
（ 百万円 ， ％ ）

（前期） 利益率 （当期） 利益率 増減額 増減率

売 上 高 641,867 － 673,608 － 31,741 4.9 898,000 75.0%

営 業 利 益 28,895 4.5 28,762 4.3 △ 133 △ 0.5 37,000 77.7%

経 常 利 益 28,331 4.4 27,573 4.1 △ 757 △ 2.7 35,000 78.8%

親会社株主に帰属
する四半期純利益

16,083 2.5 15,288 2.3 △ 795 △ 4.9 19,200 79.6%

2025年3月期
第3四半期

2026年3月期
第3四半期

前年同期比
11月公表

計画

年間計画
に対する
進捗率

48




